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【背景と目的】膵臓癌は早期に高度な浸潤や転移を生じ、早期診断も困難であるため、消化器癌の中でも特に
予後不良な疾患である。Pancreatic intraepithelial neoplasia(PanIN)は膵臓癌のおよそ 60-70%の前癌病変と
して考えられている病理学的な病変である。また、膵臓癌を含め、様々な癌種で浸潤や転移、発癌において上
皮間葉転換（epithelial-to-mesenchymal transition：EMT）が重要な役割を果たしていると報告されてきた。
一方で、PanIN における EMT の役割と臨床病理学的な詳細な検討、膵臓癌においても上皮系、間葉系など
の phenotype での検討は行われてきたものの、転写因子レベルでの検討は十分に行われていない。今回、本








相関は認められなかった。腫瘍周囲の線維芽細胞において ZEB１が高発現している腫瘍では RFS、OS とも
に予後良好である傾向が見られた（P=0.094)。 
膵臓癌 71 例中 27 例に high grade-PanIN（HG-PanIN）を認めた。HG-PanIN と膵臓癌を比較すると、
EMT-TFs4 因子全てで発現陽性細胞の割合が増加しており、SNAIL（P<0.001）と SLUG（P<0.002）では
有意に増加していた。さらに、予後との相関を検討すると、HG-PanIN の SNAIL が高発現している膵臓癌で
は RFS（P<0.001）、OS（P<0.001）ともに良好な予後と相関を認めた。臨床病理学的な所見も含めて多変量







着目した場合、SNAIL の高発現が予後良好の因子であることがわかり、SNAIL 高発現の前癌病変が subgroup
として存在する可能性が考えられた。膵臓癌自体でも SNAIL が腫瘍の大きさと周囲への神経浸潤に相関して
いたが、予後に影響を及ぼしていなかったことからも、予後不良因子と考えられていた EMT を誘導する
SNAIL 高発現の subgroup は独立した前癌病変の可能性があり、予後の予測に有用となる可能性が考えられ
た。 
 
